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平成 21 年度 教育研究調査事業

規範意識を高める学校・家庭・地域の相互連携の在り方に関する研究 報告書

心のノートを活用した｢規範意識を高める考え方｣の構成

武豊町立武豊中学校 岩橋 雅高

１ はじめに

わたしは，平成 17 年度から３年間，ミャンマ

ー連邦にある在外教育施設ヤンゴン日本人学校

に勤務していた。そこで，ミャンマーの人たち

に日本語を教えるボランティアをしていた折，

実に規範意識が高いことに気が付いた。もちろ

ん，国情の違いにより，衛生や環境問題に関わ

る規範意識は低く，日本人の考える規範意識と

の間に差があることは否めないが，集団や社会

に関する規範意識は，とても高く，その行動に

何度も感心させられた。

日本語の授業で席がいっぱいになっても，し

っかり奥に詰めて座れる場所を他の人のために

つくってあげる学生たち。満員のバスや電車では，外にはみ出るような危険な乗り方をすることも多

い中，必ずお年寄り，幼い子，女性を安全な内側に座らせて，率先して外に立つ男性たち。お年寄り

が通行量の多い道路を横断するときは，必ずそれを助けてあげる周りの人たち。こんな感心する光景

をたくさん見てきた。

ミャンマーでは，普段の治安は良く，犯罪も日本に比べて非常に少ない。外務省「海外安全ホーム

ページ安全の手引き」によると，｢重要犯罪だけ見ても，ミャンマーは日本の 20 分の 1 程度（2006 年

10 月 1 日）｣とある。日本ではほぼ毎日のように報道される重要犯罪が，ミャンマーでは 20 日に１回

程度と考えると，その犯罪の少なさが分かる。

その要因となっているものは，何であろうか。以下，ミャンマーでの生活の中で感じ取った，その

集団や社会に関する高い規範意識を生み出す要因と思われるものを４つ挙げる。

・小乗仏教の教えを守る敬虔な信者が多い

国民の 90％が仏教徒であり，その理念を守らなければいけないという考えが広く浸透している。

これを守ることがステータスであり，自分の誇りだと考える人が多い。このことから，成長過程で教

えられる考え方の基本に「仏教の教え」があり，周りにその見本となる大人がいるため，その教えを

しっかりと守る考えが身に付くと考えられる。

この教えを守り，功徳を積むという教えに基づく考え方が周りの人のことを考えることにつながり，

集団や社会の規範意識を高めている一因になっているのではないだろうか。

・僧，師，親を尊敬する教え

自分を生かし，高めてくれる存在である「僧・師・親」には，礼儀を尽くし，敬うべき対象として

写真１ 日本語を学ぶ生徒たち
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幼いころから教えられる。その「僧・師・親」が，主に子供たちに教えることは，「困っている人を

助ける」「年少者をいたわる」「年長者を敬う」「子供をかわいがる」「いつも微笑んでいるとよい

ことが訪れる」「大声を出すことは心を乱すことで，みっともないこと」「毎日お祈りをする」など，

社会生活にかかわる内容であり，実際に，家庭だけでなく地域で多くの大人がそれを子供たちに伝え

ている。

敬うべき対象者からの教えを幼いころから聞き，実践することで周囲に認められ，そうすることの

良さを実感していく過程が集団や社会の規範意識の高さをつくり出しているように感じられる。

・教えに従うことで得られる「自己肯定感」が強い

ミャンマーの人たちに話を聞くと，仏教や「僧・師・親」に従っていれば，それは正しいことであ

るから，その報いとして自己実現できると確信している人が多いことに気付く。実際には，それだけ

では夢は実現できないと思えることでも，真剣に信じて実践している。日本語教室のある生徒は，「日

本へ行けるように，毎朝４時に起きて仏様にお祈りしています」と真剣な表情で話してくれた。貧富

の格差が激しい国だが，貧しくても，裕福でも，教えを守っているという自信から確固たる「自己肯

定感」をもち合わせていることを感じる。

・集団への所属意識が強い

大家族で狭い家に暮らす家族がほとんどで，子供

たちは，いつも周りには誰かがいる環境の中で生活

している。家族全員でお寺にお祈りに行ったり，朝

晩の食事を一緒にしたりすることは当たり前であ

る。地域の人たちは，全員顔見知りで，連帯感も強

い。市場でも，同じ場所で商売をしている仲間とい

う意識が強いようで，個人の利益を追求するのでは

なく，市場全体で協力して商売をし，客を助けるこ

とを大切にしている。

このように，人々は大勢の人と一緒に協力しなが

ら暮らしているので，その人との関わりの中から，

ルールを守ることの良さや協力することの意義を幼いころから学んでいるように思われる。

これらのことから学校での教育活動の中で応用できるものを考え，実践すれば，規範意識の向上に

つながるのではないだろうかと考え，日々の実践に取り組んでいる。

２ 研究の目的

本研究は，規範意識を高めるために学級でできる活動を実践研究することを目的とする。前述の

「ミャンマーにおける集団や社会の規範意識が高い要因」と思われる「自己肯定感・集団への所属意

識」をより確かなものにすることで，規範意識の向上を目指す。

３ 研究の方法

本研究は，規範意識を高めるために大切な『自己肯定感』『集団への所属意識』の向上のために，

心のノートを活用した道徳の授業や学級活動を実践する。日頃の様子，日記，アンケートなどから，

その規範意識の変化を検証していく。

写真２ 市場の様子
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(1)学級の実態把握と実践の方向性

「自己肯定感」「集団への所属意識」と規範意識とのかかわりを探るアンケート行い，その結果を基

にして，何に焦点を絞って道徳の授業や特別活動を実践すれば，｢自己肯定感｣｢集団への所属意識」が

高められるかをとらえる。

(2)心のノートの活用

(1)の結果を基にして，どのように「心のノート」を活用していくか考え，その実践をする。「心の

ノート」は，その学級集団の状態に合わせて教育活動の中の様々な場面で活用できるだけでなく，そ

の目的に合わせて家庭でも活用できる資料である。また，３年間を通して活用できる「心のノート」

は，自分の変化を見つめるのに適している。

(3)『自己肯定感』『集団への所属意識』向上のための学級経営

日々の学級活動の中に，｢自己肯定感｣｢集団への所属意識｣の向上を目的として日記指導を中心とし

た活動を取り入れる。

４ 研究の内容

(1)学級の実態把握｢『自己肯定感・集団への所属意識』と規範意識の関係を探るアンケート｣

３年生生徒 36 人を対象に以下のようなアンケートを行った。

① あなたには，「良さ」がありますか。(選択肢)とても だいたい あまり ない

・その良さは何ですか。（記述）

② 学級は，楽しい場ですか。(選択肢)とても だいたい あまり ない

・その理由は何ですか。（記述）

③ 学校のきまりを守るよう努力していますか。(選択肢)とても だいたい あまり ない

・その理由は何ですか。（記述）

④ 社会のマナー(交通ルール・割り込みをしないなど)を守るように努力していますか。

(選択肢)とても だいたい あまり ない

・その理由は何ですか。（記述）

このアンケートの結果は，図１のようになった。

自己肯定感についてみる①の

質問については，「とても」と答

えた極めて自己肯定感が高い生

徒が１人であった。また，「あま

り」「ない」と答えた自己肯定感

の低い生徒が合計で 15 人おり，

全体の 41.7％の高い割合を示し

ていた。全体的に見て，しっかり

した自己肯定感をもった生徒が

あまりいないようである。

それに比べ，集団への所属意識

についてみる②の質問について

は，学級を楽しい場と考える生徒

は，「とても」「だいたい」合わ

図 1
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せて 35 人おり，全体の 97.2％という高い割合を示していた。

「学校のきまりを守ろうとしている」生徒の割合と「社会のマナーを守ろうとしている」生徒の

割合は，ほぼ同じと考えられるが，学校のきまりを守ろうとしない人数の方が多く，学校という場

での規範意識の方がやや低いように思われる。

これを｢自己肯定感｣の高さと｢学校のきまりを守ろうとする意識｣や｢社会のマナーを守ろうとす

る意識｣の高さがどのような関係にあるか検証するために，｢あなたには，良さがありますか｣の回答

別に，｢学校のきまりを守ろうと努力している｣と｢社会のマナーを守ろうとしている｣についてどう

答えたかをグラフにしてみると以下の図２，図３のような結果になった。

この結果から考えると，次のようなことがいえる。

・自分に良さがあると考えている生徒ほど，学校のきまりを守ろうとしている。

・自分に良さがあると考えている生徒ほど，社会のマナーを守るように努力している。

つまり，自己肯定感が強い生徒ほど，規範意識も高くなると考えられる。

次に｢集団への所属意識｣の高さと｢学校のきまりを守ろうとする意識｣や｢社会のマナーを守ろう

とする意識｣の高さにどのようなかかわりがあるかつかむために，｢クラスは，楽しい場ですか｣の回

答別に｢学校のきまりを守ろうと努力している」と｢社会のマナーを守ろうとしている｣についてどう

答えたかをみると，学級を｢とても楽しい場｣あるいは｢だいたい楽しい場｣と考えている生徒 35 人

は，全員守ろうとする意識が高かった。

記述式で回答した｢守ろうと努力している理由｣には，以下のようなものがあった。

① 自己の向上のため，あるいは社会集団の一人として向上するためと考えられるもの(17 人)

・今は，社会に出て恥ずかしくないように学ぶ時だから。

・きまりを守れば，みんなが嫌な思いをしないで楽しく過ごせるから。

・２年生の時だめだった自分を改善させ，自分自身を高めるため。など

② 守るのが当たり前のことととらえているもの(11 人)

・守らなければいけないものだから。

・学校のきまりを守って悪いことは何もないと思うから。

・普通に守っている。

③ 自己の利害関係からのもの(４人)

・３年にとって大事な時で，高校に行くため。

図３図２
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・後々，自分に響いてくるから。

・叱られるから。

守ろうとする理由についても，向上心をもち，自律した考えを基にしたものであれば，将来も確

かな規範意識につながると思われる。

また，｢学校がとても楽しい」と答えたなかで「学校のきまりをあまり守るように努力していない」

と答えた生徒３人の理由は，それぞれ｢自分に負けているから｣｢めんどくさい｣｢してないからしてな

いでしょ｣であった。この３人については，特に注意して今後の規範意識の変容を追っていきたい。

(2)「心のノート」活用

ア 実践１

自己肯定感を高めるために，自己否定をする部分を自己肯定できる部分に変える考え方(リフレーミ

ング)を伝える道徳の実践をした。

リフレーミングとは，ある枠組みで捉えられている物事の枠組みを外して，違う枠組みで見ること

を指す。同じ物事でも，人によって見方や感じ方が異なり，ある角度で見たら長所になり，また短所

にもなる。

この指導過程は，次のようである。

学 習 過 程 生 徒 の 反 応

１ 自分の「らしさ」について考える。

・ワークシートに自分が考える「らしさ」を考え

て記入する。

・ワークシートを集め，名前を伏せて読まれた｢ら

しさ｣をだれのものか考える。

・マイナスイメージの｢らしさ｣は，自分が思って

いるより他人は分からないことを確認する。

２ 心のノート P.32 を見ながら，嫌だと思ってい

る部分もよさに変えられることを伝える。

３ 変えたいところを考えて，心のノート P.33 に

｢自分のこんなところを｣に書く。

４ ｢自分のこんなところを｣を発表し，どのように

リフレーミングできるか全員で考え，意見を発表

する。

５ 自分で｢自分のこんなところを｣をについて考

え，｢こうしたい｣を書く。

６ 授業の感想を書く。

・｢几帳面｣｢良く考えるとふざけたことをしている

ことが多い｣｢むきになっちゃう｣｢自己中？｣

・自分が書いたものが読まれても，結局当てられな

かったことを不思議がっていた。

・心のノート P.33
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生徒からは，「あきらめが早い」ところを「すぐに気持ちを切り替える」というよいところにした

いという意見や「むきになってしまう」ところを「何事も熱心に取り組める」というよいところにし

たいというような意見が出された。

これにより自分の中の否定的な部分を減らすことから自己肯定感を高めるきっかけになったので

はないだろうか。授業後の感想には，以下のようなものがあった。

今後，この考え方で自己肯定感を高められるように，時間をおいて「心のノート」のこのページを

見る機会を設けていきたい。

イ 実践２

自己肯定感を高め，かつ学級への所属意識を高めるために｢心のノート｣とワークシートを使った実

践を行った。その指導過程は，以下のようである。

学 習 過 程 生 徒 の 反 応

１ 友達にしてもらって嬉しかったことを発表

する。

２ 心のノート P.49 に友達の良さを記入し，相

手に読んでもらう。

・自由に相手を考えて，記入する。

・クラスにその相手がいる場合読んでもらう。

だれにも書いてもらえないこともあるので，

時間は短めにする。

３ 教師の｢友人に良さを認めてもらったことが

やる気になって努力できた体験談｣を話す。

４ 全員で全員のよいところを伝え合えたら素

晴らしいことを伝え，｢良いところ発見シート｣

に取り組む。

・シートに自分の名前を書く。

・席の次の人(次に書くことになる人)にシート

を渡す。

・回ってきたシートの名前を見て，そのクラス

メイトの良さを１分で記入する。

・教師の指示で一斉に次に回す。

・初めは恥ずかしがって数人しか意見が出なかっ

たが，次第に小学校時代のころまで遡り，意見

が出た。

・仲のよい子１人か２人を選び楽しそうに書いて

いた。それを読んだ生徒はとても嬉しそうだっ

た。

・短い話だが真剣に聞いていた。

・戸惑った様子だったが歓声も上がった。

・初めは時間がかかっているようだったが慣れて

くると集中して取り組めた。

・慣れてくると 30 秒で枠いっぱいに書く生徒も

いた。
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５ 全員に書いてもらった自分の良さを読む。

６ 教師の話を聞く。

・うれしそうな顔をして集中してしばらく読んだ

後，近くの生徒と｢こんなことが書いてあった｣

｢これお前が書いただろ｣などいろいろ言葉を

交わしていた。

・良いところを全員が見ていてくれるという内容

の話をする。

実際に行ってみると，集中力を切らすことなく，クラスメイトの良さを書くことができた。人の良

さを探すということは，それだけで自分自身にも良い影響があるようである。ほとんどの子が集中し

て良い表情で書いていたことが印象的であった。

この日の日記には，以下のような文章が書かれていた。

「今日の６時間目に，『良いところ発見シート』を書きました。はじめは書けないかもと思いまし

たが，意外と良いところがどんどん出てきて，時間が足りないと思うようになりました。自分のシ

ートが返ってきました。ピアノと勉強のことが多くて，みんなに認められているんだなとうれしく

なりました。それだけじゃなく，意外なことも書いてあって，今の私は人にそういうふうに見られ

ているんだと新しい自分の発見にもなりました。よいところ発見シートをもらった後，なんだかク

ラスの雰囲気が自然とよくなった気がしました。２学期も，３学期もあるのでどんどんクラスのみ

んなのよいところを見つけていきたいです」

この日の日記にクラスの半分以上の生徒が「良いところ発見シート」について書いてきており，そ

の内容から自己肯定感が強くなったことを感じた。また，この活動後，欠席した給食当番の代わりを

進んでしてあげた生徒に気付いて日記に書いてきたり，日直の忘れられていた仕事をしてあげていた

生徒のことを教師に報告したりすることが多くなった。意識が人の良いところに向けられており，そ

れを認めてくれる仲間がいる場所として，学級への所属意識も高まったのではないだろうか。
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(3)「自己肯定感」「集団への所属意識」の向上に向けた学級活動

ア 生徒の良さを認め自己肯定感に結び付ける日記指導

学年当初から，毎日全員の日記(知多地方には，若あゆ日記

という日記帳があり，毎学期生徒全員に配布される)を読み，コ

メントを返すことを続けている。

学級全員の生徒と毎日必ず言葉のやり取りをすることがで

き，その時々の一人一人の考えを知ることができる。その中で，

生徒の良さ，良い考え方を認め，自己肯定感に結びつける言葉

を書くように意識している。毎日続けることで，一人一人にあ

った考え方を伝えられ，日常の会話だけでは伝えられない生徒

の良さも伝えられる。自分からなかなか教師に話しかけられな

い生徒も，日記帳の中で次第に心開き，心の葛藤を書くことが

できるようになる。

イ 集団の考えを共有し，所属意識を高める日記集(学級通信)

毎日良い日記を一つ選んで，それを教師が活字にし｢日記集｣として配布している。学級の生徒の考

えと学級担任の考えを知りことで，考え方の共有につながっている。この日記集は，行事のたびに「皆

から皆へ」のメッセージを載せて，言葉での「交流の場」としても活用している。集団への所属意識

を高めたり，生徒同士のつながりを感じさせ学級の中での有用感を高めたりすることに役立てている。
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日記集の一部
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ウ 自己肯定感を高める保護者の言葉

家庭に毎日の学級の様子を伝える手段として日記集をファイリングしたものを持ち帰り，保護者

にも読んでもらっている。時には，それを読んだ保護者からの意見も日記集に載せ，家庭と学校と

の考え方を共有する手段としても活用している。

〈保護者から(昨年度のもの)〉

合唱コンクール見に行きました。Ａ君の指揮がすごいよと言っていたので，楽しみにしていきま

したが，よかったです。うちの子が家で「Ａかっこいい」と言っていました。今日の『疾風怒濤』

でも，素晴らしいって書いてありましたが，クラスの子がそう思えるのが私はとても大切だと思い

ました。よかったです。１番でした。

５ 今後の課題

学級において，「自己肯定感」と「集団への所属意識」は，確実に変化してきているように思う。

アンケートなどを行い，これからの変化を追い，規範意識が高められているか検証していきたいと考

えている。

また，「自己肯定感」と「集団への所属意識」以

外にも，学校生活の中で大きく変えられることので

きる「向上心」に着目し，その高まりと規範意識と

のかかわりもつかんでいきたいと考えている。

さらに，道徳の授業などでルールやマナーの内容

を取り上げ，道徳的判断力や実践意欲を高められる

授業も行いたい。「心のノート」にある「法やきま

りを守る気持ちよい社会を」「つながり合う社会は

住みよい」「不正を許さぬ社会をつくるために」な

どのページを活用して，中学校卒業後の自分の生き

方を考えさせながら規範意識向上につなげたい。
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